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1（はじめに）  

令和５ 年第２ 回定例会６月議会 の開会に当たり、議案の提案

に先立ち、市政運営に関して市長として 所信の一端を申し上げ

ます。  

はじめ に、議員各位におかれましては、明石市民の ため、明

石のまち のため 、常日頃 からご尽力されて おられますこと 、深

く敬意を表します 。  

私は、先ごろ行われた市長選挙の結果、５月１日 から、第十

五代明石市長として、市政執行 を担うこととなりました。市民

の皆さまからの期待に しっかりお応えできるよう 、これまでの

まちづくりを受け継ぎ、私たちの明石をより 良くしてい きたい

との決意を 胸に、市民に選ばれたみんなの 市長としての責務を

果たすべく、 市民目線での市政運営を進めてい く所存です。  

私 は こ れ ま で も 市 議 会 議 員 と し て 、 つ ら い 思 い を 抱 え る 方 、

声をあげられない 方などの思いを丁寧にお聞きしながら 、市民

に 寄 り 添 う 姿 勢 で 明 石 の ま ち づ く り に 真 摯 に 携 わ っ て ま い り

ました 。  

これから も市民目線を大切に、市民のため のまちづくりを市

民とともに進めて まいりたいと の思いです。  

議員各位 におかれましては 、ご 理解とお力添えを 賜りますよ
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う心より お願い申 し上げます。  

 

（市政運営の基本方針）  

明 石 市 で は 、「 こ ど も を 核 と し た ま ち づ く り 」、「 誰 一 人 取 り

残さない まちづくり」を基本理念として市政運営が 進められて

きたことにより 、まちには好循環が生まれ 、市民の暮らしに 安

心が広が りました 。  

市 民 目 線 の ま ち づ く り の 継 承 を 望 む 多 く の 市 民 の 強 い 思 い

を受け、ＳＤＧｓの理念に基づき、「いつまでも  すべての人に  

や さ し い ま ち を  み ん な で 」 を キ ー ワ ー ド に 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 安

心都市・明石」の実現を 目指して、これまでのまちづくりを し

っかり 継承し、発展させて まいります 。そのため 市政運営にお

い て 、 次 の ３ つ の 視 点 を 大 切 に 、 取 組 を 進 め て い く 所 存 で す 。 

 

一つ目は 、「誰一人取り残さない」です。  

明石市では、年齢・性別・障害の有無・国籍などに関わらず、

誰もが 住み慣れた地域で自分らしく、安心して暮らし続けるこ

と が で き る イ ン ク ル ー シ ブ な ま ち づ く り を 重 点 的 に 進 め て き

ましたが、支援が まだ十分に行き届いていない 方々もおられま

す。
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私たちの明石が、もっと一人ひとりに寄り添うやさしいまち

になるよう、市民の声を 丁寧にお聞きしながら、きめ細やかな

取組を進めてまいります。  

 

二つ目は、「 持続可能な明石のまちづくり 」です。  

世界では、災害や感染症に強靭な社会・経済に 変えて いくこ

と、単にコロナ 以前の状態に戻すのではなく、持続可能な地球

環境にしていくことが重要視されて います。  

地球環境という大きな土台に支えられ て、私たちの現代社会、

経済は成り立っています。今まさに 、脱炭素社会へのシフトチ

ェンジ や生態系・生物多様性の保全、すなわちグリーンリカバ

リ ー と い う Ｓ Ｄ Ｇ ｓ の 考 え に 基 づ い た 行 動 が 求 め ら れ て い ま

す。明石市でも、脱炭素社会への取組の充実 や身近な 自然、い

のちを次世代に引き継ぐ 共生の地域づくり 、循環型のまちづく

りにしっかりと取り組んで まいります。  

 

三つ目は 、「市民とともに創るみんなのまち 明石 」です。  

私がまちづくりを進める上で、最も大切に しているのが市民

目線です。まずは、一人ひとりの 市民の声を 丁寧にお聞きする。

その上で、必要な 情報を市民と共有し、しっかり 対話を してと
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もに考える。こ の積み重ねが、まちづくり には大切であると認

識しています。  

市民と力を合わせて、ともにまちを創っていく。そうした風

土や文化を 、様々な分野において 醸成してまいり たいと考えて

います。もはや何事も行政だけで進めていく 時代ではありませ

ん。市民と ともに 、市民目線でまちづくりを進めることで、互

いに支え合う地域 社会をつくり 、明石のまちへの愛着 を育んで

いくことにもつなげてまいります 。  

 

（重点的に推進する施策）  

これらの方針のもと 、先の市長選挙の公約にも掲げた ８つの

項目につきまして、それぞれ重点施策を展開してまいりたいと

考えてい ます。  

 

一 つ 目 は 「 こ ど も 」 で す 。 ま ず は 、 こ ど も 医 療 費 、 給 食 費 、

保 育 料 な ど の 「 明 石 市 独 自 の ５ つ の 無 料 化 」 を は じ め と す る 、

これまでの こども・子育て支援をしっかり と継承し、着実に実

施してまいります。さらに 、新たに 実施する高校生世代への市

独自の児童手当の支給 に加え、フリースクール をはじめ、こど

もたちが安心して過ごせる居場所 の拡充や児童生徒への支援
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の 充 実 、 生 き る 力 を 育 む 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 推 進 、

こ ど も の 育 ち と 多 様 な 学 び を 支 え る 教 育 環 境 の 改 善 な ど に も

取り組んでまいります。  

 

二つ目は「 高齢者 」です。住み慣れた地域で誰もが 安心して

暮らし続ける ことができるよう 、たこバス無料化を継続すると

ともに、ひとり暮らしや支援が必要な方への見守りを拡充して

まいります。また、高年クラブへの助成 や高齢者のフレイル予

防活動に対する支援を拡充するなど、高齢者の地域活動につい

てもしっかり と支援してまいります。  

 

三つ目は「障害者」です。社会にある障壁を解消していくた

め、障害者配慮条例などに基づき、障害のある人が安心して暮

らせる 地域づくりを まちのみんなで 推進してまいります。合理

的 配 慮 を 提 供 す る た め の 環 境 整 備 や 助 成 制 度 を 拡 充 す る と と

もに、やさしい社会に向け、インクルーシブ教育 も推進してま

いります。  

 

さ ら に 「 高 齢 者 」「 障 害 者 」 な ど 、 福 祉 分 野 に お け る 総 合 的

な人材の育成 を行う とともに、グループホーム などの 介護施設
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や障害者 施設につきましても 整備を 促進してまいります。  

 

 四つ目は「すべての人」です。生きづらさに悩んでいる 方や、

世間からは見えづら く懸命に生活をつなぐ若者、支援が十分に

足りていない 方々 など、幅広い方への 支援を充実してまいりま

す。ジェンダー平等 の社会に向けた 取組や ＬＧＢＴＱ＋施策の

推進、犯罪被害者支援・更生支援の拡充に加え、ひきこもり相

談支援の充実、ＤＶ対策、自殺対策に向けた取組、さらには ヤ

ングケアラーへの支援 、買い物難民 を含めた 交通不便 地域の対

策にも取り組んで まいります。  

 

五つ目は「本のまち」です。これまで進めてきた「本のまち

づくり」を引き継ぎ、誰もが本に親し み、読書を楽しむことが

できるよう一層の環境整備を進めてまいります。読書バリアフ

リ ー の 拡 充 と と も に 、 図 書 館 の 新 設 に つ き ま し て 、 引 き 続 き 、

西明石、大久保、二見の３地区での整備に向けた取組を進めて

まいります。  

 

六つ目は「環境」です。明石市は、令和２年３月に「気候非
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常事態宣言」を表明しています。個人や企業、市役所における

再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 活 用 の 促 進 や 市 民 参 画 で の ご み 減 量 化 な

ど、脱炭素社会と循環型社会への取組をしっかりと推進してま

い り ま す 。 ま た 、 明 石 の 豊 か で 貴 重 な 自 然 環 境 を 守 り 、 育 て 、

次世代へしっかりと繋いでいく ため、豊かな海づくりに向けた

取組に加え、里地、里山、里海の 保護・保全、環境学習の推進

などにも取り組んでまいります。  

 

七つ目は「経済」です。物価高騰に直面している市民の暮ら

しを守るとともに、市内で働く市民や事業者 による地域経済 活

動を支え、活性化 するため 、喫緊の経済対策、市民生活支援策

として「 市民全員サポート券の発行 」を進めて まいります。ま

た、明石駅周辺における回遊性の向上や 、食の安全にもつなが

る持続性の高い農業 、漁業 への支援などにも取り組んでまいり

ます。  

 

八つ目は「市民」です。市民目線の市政運営を継続し、市民

とともに まちづくり を進めていくに 当たり 、地域活動や市民活

動への支援を拡充してまいります。  

また、市民の命と暮らしを守る ため、災害時に支援を必要と
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す る 要 配 慮 者 が 安 心 し て 避 難 で き る よ う 個 別 避 難 計 画 の 策 定

を一層推進するなど災害対策に も取り組んでまいります。加え

て、市民の利便性の向上につながるデジタル化の推進を着実に

進めてまいります。  

 

こうした ８項目の重点施策をはじめ 、各施策の 推進に 当たり 、

多様な市民の声を 丁寧に 聞くため、市長へのおたよ り「聞かせ

てみんなの声、まるちゃんポスト」を市内１２カ所に設置いた

しまし た。既に ３００件以上のお便り が届いており 、１件１件

すべてに目を通して 、対応できるものは速やかに実現を 図って

います。  

加 え て 、 新 た に 専 門 部 署 と し て 、「 市 民 と つ な が る 課 」 を 設

置し、市民の対話の場であるタウンミーティング「 語ろうつく

ろう  みんなの明石・まるちゃんカフェ」を開始いたしました 。

第 １ 回 は 、「 障 害 の あ る 人 も な い 人 も 安 心 し て 暮 ら せ る ま ち に

向けて 」をテーマに、障害のある方や 支援者、学生などが参加

し、車座で の対話 により多様な声が集まりました 。第２回は「子

育て」をテーマに今月末に開催するなど、引き続き 毎月１回は、

各分野の テーマや地域ごとなど、幅広く対話の場を設け たいと

考えて います。こうした 取組を積み重ね、シビックプライドを
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高めることで、自分たちのまち を、市民自らが主体的に創って

いくことにつなげてまいります 。  

さらに、職員との信頼関係を構築し、ボトムアップを意識し

て職員と 一丸となって日本一やさしい市役所を 目指し 、これま

で 以 上 に 積 極 的 な 情 報 公 開 や 情 報 発 信 も 行 い た い と 考 え て お

り、みんなで作る財政白書 の作成など、予算編成過程における

市民参画 などにも取り組 む所存です 。  

 

（終わりに）  

明石市内の すべて を鳥の目で俯瞰し、虫の 目で市民に寄り添

う、そんなみんなの市長でありたい。そして、今よりもっとや

さ し い ま ち 明 石 を 、 市 民 と と も に 、 み ん な で 創 っ て い き た い 。

市政運営を担う責任者として、私たちの明石が、すべての人 に

「暮らしてよかったと思っていただけるまち」になるよう、明

石 市 が 掲 げ る 「 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 安 心 都 市 ・ 明 石 」 の 実 現 に 向 け 、

着実に取組を進めて いく決意です。  

皆さま には、市民とともに 創る まちづくりへのご協力を重ね

てお願い申し上げまして、私の所信表明とさせていただきます。 


